
ショウジョウバエはお酒や果物に集ま

る、赤い目をした体長数ミリの小さな

ハエです。お酒の好きな架空の動物

「猩 （々ショウジョウ）」の名前がついて

います。飼いやすく、世代交代期間が

短いので、遺伝学的研究が進んでいま

す。ヒトとショウジョウバエは見た目が

ずいぶん違いますが、それぞれのかた

ちを作る上で働く遺伝子の基本的な

ものは共通していると考えられていま

す。想像してみて下さい、1個の受精

卵からあなた自身を作るためには受精

卵内にどのような情報が必要でしょう

か？どこが前でどこが後ろ？腕はどこ

から生えていますか？これらの情報は

もちろんゲノムDNAに書かれています

が、ゲノムDNAのどの部分が大事なの

かを知ることは簡単ではありません。

ショウジョウバエを使った沢山の遺伝

学的研究から、その答が得られてきま

した。私たちは、ゲノムに書かれたハ

エの設計図を皆さんにお見せし、「1個

の受精卵がどのようにして複雑な形を

持った1匹のハエになるのか？」をお教

えします。

教えます！ハエの設計図
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私たち脊椎動物は脊索動物門の一員

です。この動物門にはホヤなどの尾

索類とナメクジウオなどの頭索類が含

まれます。この3群の動物には、脊索

や背側神経管など、それ以外の動物

にはみられない多くの共通点があり、

約5億年前に共通の祖先から進化した

ものと考えられています。さらにその

前には、この脊索動物の仲間は、ウニ

などの棘皮動物とギボシムシなどの

半索動物との共通祖先から分岐して

きました。これらの動物はみな、卵か

ら発生するときに最初にできる原腸

の入り口が肛門になる後口動物で、

昆虫や線虫など前口動物とは系統学

的に大変かけ離れたグループです。

こうした進化の歴史を踏まえながら、

脊椎動物の体ができるしくみを他の動

物と比べることによって、その起源を

探っています。それぞれの動物のゲノ

ムが解読され、体が作られるときには

たらく多くの遺伝子を動物間で比べる

ことができるようになってきました。

脊椎動物もホヤのオタマジャクシ幼

生も、よく似た遺伝子が同じような場

所ではたらくことによってよく似た形

になります。私たちは脊椎動物の体

をつくる遺伝子プログラムの起源をギ

ボシムシに求めることができるかもし

れないと思っています。

私たち脊椎動物の祖先はどんな生き物？
― 背骨をもたない親戚たち
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